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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【目的】  外観を損なうことなく、電磁ノイズを低減す
ることができる内視鏡を得る。
【構成】  電気信号用の伝送ケーブルと；この伝送ケー
ブルを内挿した可撓管と；を備えた内視鏡において、可
撓管の少なくとも内面に強磁性を付与した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電気信号用の伝送ケーブルと；この伝送
ケーブルを内挿した可撓管と；を備えた内視鏡におい
て、上記可撓管の少なくとも内面に強磁性を付与したこ
とを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  請求項１記載の内視鏡において、可撓管
は、内側から順に、螺旋管と；この螺旋管を被覆した網
状管と；これら螺旋管及び網状管を外装する外装管と；
を備え、螺旋管と網状管の少なくとも一つを強磁性体金
属で形成したことを特徴とする内視鏡。
【請求項３】  請求項１記載の内視鏡において、可撓管
は、内側から順に、螺旋管と；この螺旋管を被覆した網
状管と；これら螺旋管及び網状管を外装する外装管と；
を備え、螺旋管と網状管の少なくとも一つを強磁性体金
属で皮膜したことを特徴とする内視鏡。
【請求項４】  請求項１ないし３いずれか一項記載の内
視鏡において、内視鏡挿入部の先端には撮像手段が設け
られていて、上記可撓管は、この撮像手段に接続された
伝送ケーブルを内挿する可撓管である内視鏡。
【請求項５】  請求項１ないし３いずれか一項記載の内
視鏡において、内視鏡挿入部の先端には超音波プローブ
が設けられていて、上記可撓管は、この超音波プローブ
に接続された伝送ケーブルを内挿する可撓管である内視
鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の技術分野】本発明は、電気信号用の伝送ケーブ
ルを備えた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
【０００３】電子内視鏡では一般に、挿入部先端に設け
た撮像素子（ＣＣＤ）とビデオプロセッサとを電気的に
接続するＣＣＤケーブルが備えられている。また、超音
波内視鏡では一般に、挿入部先端に取付けた超音波プロ
ーブと超音波診断装置とを電気的に接続するＵＳケーブ
ルが備えられている。このような電気信号を伝送するた
めのケーブルを備えた内視鏡では、信号伝送に伴い発生
した電磁ノイズによって他の外部周辺装置が誤動作した
り、外部からの電磁ノイズがケーブル内に混入してモニ
タの映像状態が劣化したりなどの問題点があった。
【０００４】
【発明の目的】本発明は、外観を損なうことなく、電磁
ノイズを低減することができる内視鏡を得ることを目的
とする。
【０００５】
【発明の概要】本発明は、電気信号用の伝送ケーブル
と；この伝送ケーブルを内挿した可撓管と；を備えた内
視鏡において、上記可撓管の少なくとも内面に強磁性を
付与したことを特徴としている。
【０００６】上記構成によれば、可撓管の内面で、伝送
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ケーブルからの電磁ノイズも外部からの電磁ノイズも吸
収されるので、内視鏡の外観を損なうことなく、電磁ノ
イズを低減させることができる。
【０００７】より具体的には、可撓管は、内側から順
に、螺旋管と；この螺旋管を被覆した網状管と；これら
螺旋管及び網状管を外装する外装管と；を備え、螺旋管
と網状管の少なくとも一つを強磁性体金属で形成する
か、または強磁性体金属で皮膜するのが好ましい。
【０００８】本発明は、内視鏡挿入部に撮像手段を設け
た電子内視鏡では、この撮像手段に接続された伝送ケー
ブルを内挿する可撓管に適用可能である。また、内視鏡
挿入部に超音波プローブを設けた超音波内視鏡では、こ
の超音波プローブに接続された伝送ケーブルを内挿する
可撓管に適用可能である。
【０００９】
【発明の実施の形態】図１は、本発明を超音波内視鏡シ
ステムに適用した実施形態を示している。超音波内視鏡
システムは、挿入部に超音波プローブ１５とＣＣＤ１６
を備えた超音波内視鏡１、ＣＣＤ１６が撮像した観察像
を画像処理するビデオプロセッサ２、超音波プローブ１
５を動作させてエコー画像を得る超音波診断装置３、超
音波画像用モニタ４及び内視鏡画像用モニタ５から構成
される。
【００１０】超音波内視鏡１は、図２に示すように、可
撓性を有する挿入部１１と、操作者が把持する把持操作
部１２と、把持操作部１２から延設されたユニバーサル
チューブ（ＣＣＤ用可撓管）１３及びＵＳ用可撓管１４
とを有している。ユニバーサルチューブ１３には、ビデ
オプロセッサ２に着脱自在なＣＣＤ用コネクタ１３ａ及
びライトガイド用コネクタ１３ｂが先端部に設けられ、
このＣＣＤ用コネクタ１３ａとＣＣＤ１６とを電気的に
接続するＣＣＤケーブル３０（図３）と、ライトガイド
用コネクタ１３ｂから延設されたライトガイド（不図
示）とが内挿されている。ＵＳ用可撓管１４には、超音
波診断装置３に着脱自在なＵＳ用コネクタ１４ａが先端
部に設けられ、このＵＳ用コネクタ１４ａと超音波プロ
ーブ１５とを電気的に接続するＵＳケーブル４０（図
３）が内挿されている。
【００１１】挿入部１１は、先端硬性部１１ａ、湾曲部
１１ｂ及び挿入部可撓管１１ｃから構成されていて、先
端硬性部１１ａには、超音波プローブ１５、対物レンズ
（不図示）及びこの対物レンズ後方に配置されたＣＣＤ
１６等が備えられている。超音波プローブ１５は、超音
波診断装置３から駆動信号が与えられると、被検部に向
けて超音波パルス信号を発振し、被検部で反射した超音
波パルス信号を受信して電気的なエコー信号に変換す
る。変換されたエコー信号は、超音波診断装置３内で信
号処理されて画像情報（エコー画像）として記憶され
る。この記憶されたエコー画像は、超音波画像用モニタ
４を介して観察することができる。一方、対物レンズに
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よって結像された観察像は、ＣＣＤ１６によって電子画
像化され、ビデオプロセッサ２を介して内視鏡画像用モ
ニタ５上で観察することができる。なお、先端硬性部１
１ａには、ライトガイド用コネクタ１３ｂからユニバー
サルチューブ１３、把持操作部１２及び挿入部１１内を
通る不図示のライトガイドを介して、ビデオプロセッサ
２が備えた光源装置（不図示）からの照明光が供給され
る。湾曲部１１ｂは、把持操作部１２に設けた操作ノブ
１７により湾曲操作される。
【００１２】以上の超音波内視鏡１は、ＣＣＤケーブル
３０及びＵＳケーブル４０を内挿する可撓管（挿入部可
撓管１１ｃ、ユニバーサルチューブ１３、ＵＳ用可撓管
１４）に特徴を有している。以下では、図３を参照して
挿入部可撓管１１ｃについて説明するが、ユニバーサル
チューブ１３及びＵＳ用可撓管１４も同一構造をとって
いる。
【００１３】挿入部可撓管１１ｃは、内側から順に、螺
旋管２１、網状管（ブレード）２２及び可撓管外皮２３
を有する三層構造をなしている。すなわち、螺旋管２１
が挿入部可撓管１１ｃの内周面を形成していて、この螺
旋管２１内にＣＣＤケーブル３０及びＵＳケーブル４０
が挿入されている。本実施形態では、螺旋管２１及び網
状管２２を、例えばＮｉ－Ｃｒ合金やＮｉ－Ｃｏ合金な
どの強磁性体金属で形成し、この螺旋管２１及び網状管
２２にて電磁ノイズを吸収させている。従って、信号伝
送によりＣＣＤケーブル３０又はＵＳケーブル４０から
発生した電磁ノイズが外部に漏れることがなく、他の周
辺機器の誤動作を防止することができる。また、外部か
らの電磁ノイズがＣＣＤケーブル３０やＵＳケーブル４
０内に混入することもないので、超音波画像用モニタ４
及び内視鏡画像用モニタ５の良好な映像状態を確保する
ことができる。なお、螺旋管２１及び網状管２２は可撓
管外皮２３によって被覆されるため、螺旋管２１及び網
状管２２を強磁性体金属で形成しても超音波内視鏡１の
外観を損なうことはない。
【００１４】以上の本実施形態では、螺旋管２１及び網
状管２２を強磁性体金属で形成しているが、螺旋管２１
と網状管２２の少なくとも一方を強磁性体金属で形成す
る構成であればよい。また、螺旋管２１と網状管２２の
少なくとも一方を、例えばスパッタ法などにより強磁性
体金属で皮膜加工する構成としても、本実施形態と同様
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の効果が得られる。
【００１５】以上、図示実施形態を参照して本発明を説
明したが、本発明の内視鏡は図示実施形態に限定される
ものではなく、電気信号用の伝送ケーブルを備えた内視
鏡に適用可能である。
【００１６】
【発明の効果】本発明によれば、電気信号用の伝送ケー
ブルを備えた内視鏡において、外観を損なうことなく、
電磁ノイズを低減することができる内視鏡を得ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を超音波内視鏡システムに適用した実施
形態を示す図である。
【図２】図１の超音波内視鏡の外観図である。
【図３】図２の超音波内視鏡の挿入部を拡大して示す図
である。
【符号の説明】
１  超音波内視鏡
２  ビデオプロセッサ
３  超音波診断装置
４  超音波画像用モニタ
５  内視鏡画像用モニタ
１１  挿入部
１１ａ  先端硬性部
１１ｂ  湾曲部
１１ｃ  挿入部可撓管
１２  把持操作部
１３  ユニバーサルチューブ（ＣＣＤ用可撓管）
１３ａ  ＣＣＤ用コネクタ
１３ｂ  ライトガイド用コネクタ
１４  ＵＳ用可撓管
１４ａ  ＵＳ用コネクタ
１５  超音波プローブ
１６  ＣＣＤ
１７  操作ノブ
２１  螺旋管
２２  網状管
２３  可撓管外皮
３０  ＣＣＤケーブル
４０  ＵＳケーブル
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